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湿原散歩 

    急に風が吹き、上空を黒い雲が覆い始めた。しばらく 

すると雷鳴が聞こえ、怯えるように鳥の一群が飛び去 

り、湖面の白波は数を増す。午前中の穏やかな湖の景 

観は午後になり、まるで豹変したように荒れ狂う。 

滝のような雨が降った瞬間、稲光が音を伴い、対岸の 

丘に落ちた。 
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コッタロ川と湿原のほとりから 

182 ８月のコッタロ湿原便り 

                           コッタロ在住．中本 アキ子（文） 中本 民三（写真） 
 

残暑御見舞を申し上げます。 

朝の気温１３℃，日中もせいぜい２５℃止まりのコッタロで猛暑や熱帯夜を体感することなく季節

は，お盆を待たずして秋の草花を咲かせ始めました。一方，湿原の緑一色に見える北ヨシの上には早

くも黄色い白樺の枯葉がはらはらと舞降り，沢山のクルミの実もコロンコロンと落ちているではあり

ませんか。 

ところで私共夫婦が「生き方」を１８０度変える為，４７才でこの地に初めて降り立ってから２０

年の歳月が夢見る如く流れましたが，未だ旅路の途上にある様で，この記念日を祝うと同時に“二昔

生きて８月１日哉”。移住当初から続けてきた植樹で繁茂した庭の林に集まる野鳥の種数と数の多さ

に目を細め乍ら，レコードで弦楽四重奏曲“ハイドンの「鳥のうた」聴く初秋哉” に心の安らぎを覚

えつつ，２１年目を歩み出しているところです。又，同様に続けてきた池造りの結果，大，中，小の庭池

ではビオトープ効果が如実に現れて，大型水鳥である丹頂のみならず，今季初の『迷鳥』カラシラサギが

舞降り，日常見なれたアオサギと異なり，“丹頂の白より白く輝けるカラ白サギの舞姿哉”に見惚れてパ

チリ！水辺の食物であるミミズや蛙が豊富な証しでしょうね。 

さて，先の６月号に記した早とちりの誤算でがっかりしていたエゾシマリスの番に何と，子リス４匹が

誕生していて，突然７月１２日午前８時３０分巣穴を囲っている木積みの上にわらわら飛び出してきた後

すぐにバードテーブルのエサ箱を見つけ，ヒマワリの実を食み，水をのみ，はたまた豊作のスグリにあり

ついておりました。中の１匹の尻尾があまりに短いのでパチリ！一つ箱の仲良しコンビもついでにパチ

リ！予想外に食べ尽されたのは畑のエンドウでした。昨年の３倍の作付けで，来年用の種採りを期待して

いたものの，膨らみかけた豆の部分のみを，どこ迄も探し求めて毎日々々朝から夕暮れ時迄食んでいたの

ですね。それで解ったのが“シマリスの好物告げる夏野菜”と云うわけです。今では，すっかり食みとら

れて枝葉のみとなっているのが“完熟のスグリたわわにみのる枝しならせて食むエゾシマリスは”。面白

いのは♂親で，悲しいかな５月の交尾日以外全くの御役御免の彼は，子育てに参加出来ず，♀親に追い払

われるので巣にも近付けない一人ぼっち。知ってか知らずか子リス達も，エサ場で♂親と出くわすとすぐ

に追いつ追われつの繰り返し。只今ここは子リスワールドに変ぼうしており，６匹用に７つのエサ箱を設

えて歓待中！ 
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湿原の住人たち その１７３                         アリスイ 

アリスイは夏鳥として渡来するキツツキです。一年を

通して釧路湿原で見られる他のキツツキの仲間は、木の

幹に垂直に止まりますが、こちらはスズメなど小さな鳥

のように横枝に止まります。全身が褐色と黒と灰色、背

中に黒い帯があり、この複雑な模様が保護色になってい

るようです。和名は主にアリを食べることに由来し、漢

字では蟻吸と書きます。まもなく南へ旅立ちます。 

 

バードカービング展を開催。 

レクチャールームに於いて、平成２６年度自然ふれあい行事「バードカ

ービング講座」の参加者１７名の作品を展示しました。釧路湿原の冬鳥「マ

ヒワ」をモデルに作り、講師の沢田正雄さん指導のもと、昨年１０月から

今年２月までの間、角材を削りながら、頭や胴体、翼、尾などの部分を仕

上げて彩色して木の枝などに固定して完成させました。躍動感のあるもの

や番など、講師の作品も含め、個性あふれる作品に来館者も関心を寄せていました。 

土器を焼いて完成。 

７月１２日に開催した「土器作り講座」で作った土器を今月７日に野焼

きをしました。焚き火の周囲に置き、更に乾燥させて表面が濃い紫色に焼

けたころ、火床に土器を並べてその上に薪を積み、一気に焼きました。燃

え盛る炎を注視しながら、やがて火力が落ち始めた灰の中から土器が顔を

覗かせましたが、輻射熱が強くそのまま１時間ほど経ってから回収しまし

た。徐々に冷え始めた土器の表面はレンガ色や灰色に変色し、独特な仕上

がりとなり、参加者の親子は「やったぁ～夏休みの作品が出来た」と喜んでいました。 

 

つぼっちの塘路湖周辺うろうろ日記  Vol.８１「農村環境整備が生んだ？！新たなフィールド」 

８月となり夏休み期間の訪れと共に家族連れの観光客が増えてきました。塘路市街では夜半に電灯

を回り、クワガタやカブトムシ探しをする人が見られます。現在標茶町ではミヤマクワガタを始め７

種のクワガタがいますが、近年ではカブトムシも見られます。かつては移入種として、道南を中心に

北海道型と呼ばれる小型で角の小さなカブトム

シがいましたが、今や釧路地方でも堂々たるカブ

トムシを見つけることができます。 

本来釧路地方にいないはずのカブトムシは国

内外来種です。寒さに弱いカブトムシが生息でき

たのは、冬期間保管されている堆肥の中などで幼

虫が越冬できた為ではないかと考えられていま

す。周辺環境に影響を及ぼす堆肥は、法律整備に

伴い平成１６年頃より屋根付きコンクリート製

の堆肥舎が設置されるようになるなど、保管に際

し対策が取られてきました。これは河川と湿原を

守る上でもとても重要なことです。しかし一方で

は年中温暖な場所を生み出したのかもしれませ

ん。海外産甲虫も盛んに売られている今、難しい

問題です。 

坪岡 始（標茶町郷土館学芸員） 
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８・９月の行事カレンダー 
各行事とも事前の申込が必要です                   

鳥の刺繍ワッペンを作ろう 

［日時］８/２９ (土) 10：00〜13：00   

［定員・参加料］１０名・５００円 

［集合場所・持ち物］塘路湖エコミュージアムセンター、昼食、飲み物、糸を切るハサミ 

  ＊湿原周辺で見られる野鳥の図案を布に刺繍して約５㎝×５㎝のワッペンを作ります。 

 

針穴写真講座 

［日時］９/５ (土) 10：00〜15：00   

［定員・参加料］８名・５００円 

［集合場所・持ち物］塘路湖エコミュージアムセンター、エプロン、手ぬぐい、昼食、秒針の付いた 

時計。 

＊手作りカメラで撮影、現像をして写真に仕上げます。アナログの映像を体験します。 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪申し込み問い合わせは 塘路湖エコミュージアムセンターまで ℡ 015-487-3003 

 

ザリガニウォッチング～ウチダザリガニ編～ ［日時］８/１６（日）10：00〜12：00 

秋の湿原花ハイク ［日時］９/１３（日）10：00〜12：00 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪申し込み問い合わせは 温根内ビジターセンターまで ℡ 0154-65-2323 

 

塘路湖・シラルトロ湖・コッタロ湿原周辺の自然情報  

【 植物 】(7/16)エゾノシモツケソウ.オオウバユリ (7/21)ヤナギラン.ヒヨドリバナ.エゾヤマハギ (7/22)ド

クゼリ.ヒルガオ.クルマユリ (7/24)キヌガサギク.ツリガネニンジン.オオハンゴンソウ (7/28)エゾミソハギ

キンミズヒキ.エゾノキツネアザミ (7/29)オニユリ (8/2)ヤブジラミ.キツリフネ.オニグルミの実 (8/4)ミズ

タマソウ.サワギキョウ.クサレダマ.ハンゴンソウ.エゾナミキソウ (8/8)ネジバナ.ペカンペ（ヒシ）の花 

(8/11)サラシナショウマ.エゾトリカブト 

【 鳥 】(7/25)チゴハヤブサ (8/2)ビンズイ.コゲラ (8/9)ムクドリ (8/13)ノビタキ.キジバト.ミソサザイ   

【その他】(7/22)塘路湖で水草を食べるエゾシカ (7/24)ジャノメチョウ (7/28)コムラサキ.エルタテハ.コエゾ

ゼミ (8/2)ツノアオカメムシ (8/3)モンシロチョウ.モンキチョウ (8/4)クロイトトンボ. ウラギンスジヒョ

ウモン (8/7)キタキツネの死骸 (8/8)モンスズメバチ.オオスズメバチ (8/10)標茶町の８月の日降水量第１位

（169.0ミリ）を記録  

 

■夏期水曜開館は８月１９日が最終日です。当日、希望者には湖畔歩道のガイドを実施します。 

■この時季活動が盛んなスズメバチやアブ、熱中症の対策をして散策をお楽しみください。 

◆日出・日入時間 8/15(4:27,18:26).8/31(4:45,18:00).9/14(5:00,17:36)                                                                                  

                                                                                          

釧路湿原国立公園  

塘路湖エコミュージアムセンター あるこっと 

〠088-2264  北海道川上郡標茶町塘路原野 

TEL:015-487-3003 FAX:015-487-3004  

E-mail:emc@hokkai.or.jp 

開館時間 10：00〜17：00（11月〜3月は 16：00まで） 

休館日:毎週水曜日 12月 29 日〜1月 3 日    入館無料                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

ツノアオカメムシ 
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